
練習問題 3 解答 (2013.5.2出題)

次の連立方程式を解け.
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注意

• 必ず簡約階段形 (主成分の上下はすべて 0) まではき出す.

方程式に戻してからさらにはき出しを続けるのは間違いやすい.

• 方程式に戻したら, 最も左の変数を, 他の変数で表して, 解ベクトルを作る.

解がすぐ書ける形なのに, 右側の変数を左側の変数で表そうとする人がいる. (右側の変数は自由
変数であり, 複数現れる可能性があるので, 間違った解を作る恐れがある.)


